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＠結果は次のとおりです。 

【バレーボール】 
・優 勝 バレーボール愛好会Bチーム 
‘準優勝 バレーボール愛好会Aチーム 
・第 3 位 MAX r 

翌塩＠、彩タ量 
体育の日の10月14日、総合体育大会が行われ参

加した約250人がスポーツの秋を満喫しました。 金木町総合体育夫会 第24回 

「
0
2金
木
町
産
業
文
化
ま

つ
り
」
 
が
、十
一
月
二
日
か

ら
四
日
ま
で
中
央
公
民
館

（
文

化
ま
つ
り
の
部
）
と
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
産

業
ま
つ
り
の
部
）
で
開
か
れ
、
 

期
間
中
は
大
勢
の
町
民
ら
が

訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

文
化
ま

つ
り
の
部
で
は
、
 

児
童
、
生
徒
や
各
サ

ー
ク
ル

の
会
員
た
ち
が
遊
戯
や
演
奏
、
 

踊
り
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
披
露
。
他
に
も
町
民
歌

謡
祭
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
催
し
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

の
 肴
素
文
化
 

◆中学校男子 
長尾 修（金中） 
木村 元（金中） 
松村 隆幸（金中） 
工藤 真汰・心金中 

◆小学校6年男子
棟方 亮成（金木） 
斉藤 光司（嘉瀬） 
津島 廉（嘉瀬） 
桑田 雅広（金木） 

◆小学校6年女子
長尾 理加（金木） 
木下 真衣（金木） 
沢田亜理紗（嘉瀬） 
土岐 彩耶（嘉瀬） 

◆ー般女子 
松谷 千春（金高） 
伊藤 摩美（金高） 
葛西 歩美（金中） 
野呂 陽子（一般） 

◆小学校5年男子
白川 大悟（金木） 
平川 大介（嘉瀬） 
葛西 優毅（金木） 
工藤 寿（嘉瀬） 

◆小学校5年女子
角田 若奈（金木） 
米谷 恵梨（金木） 
阿部 友美（金木） 
田中 瑞希（金木） 

◆―般男子 
山本 英仁（金高） 
高松 佑次（五工） 
長尾 修（金中） 
斉藤文裕季（卓協） 
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「
 

一
 ”
 

産
業
ま

つ
り
の
部

で
は
、
 

農
産

物

・
地
場
産
品
の

即
売

市
と
出
店
が

な
ら
び
、

地
元

産
そ
ば
粉
の
そ
ば

打
ち
体

験

や
料
理

実
演
試
食
会

の
イ
ベ

ン
ト
に
、
期
間

中
フ

リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ

ト
と
お
楽
し

み
抽
選

会
が

行
わ

れ
盛
り
上
が
っ

て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、

各
会

場
に

は
サ

ー
 

ク
ル

ゃ

一
般
町
民
、
児
童
、
 

生
徒
ら

の
書
道

や
絵
画
、

工

作
な
ど

が
並
び

訪
れ

た
家
族

連
れ
が

芸
術
の
秋
を

満
喫
し
 

砲
ノ
ま
つ
 り
 

て
い
ま
し
た
。
 

の
 

 

り膳生包回則羽トリ-UL ー美会 

10月13日、田舎館村で県内各地から21チーム 

130人が参加した田舎館城下クロスカントリーリ

レー大会で、金木町少年駅伝チームが健闘のすえ 

3位入賞を果たしました。 

また、大会前に行われたタイムトライアルで金

木小の桜庭健太くんと嘉瀬小の今あゆみさんが、 

それぞれ 2位となりました。 

⑥各区間の走者は次のとおりです。 

1区川嶋理奈（金木小） 2区梶浦陽平（川倉小） 

3区今あゆみ（嘉瀬小） 4区福士大志（金木小） 

5区今真梨奈（喜良市小） 6区外崎嗣騎（金木小） 

I（兼7錨示学生クロスカントリー県予選会」  

10月 5・ 6日、運動公園野球場で学童の部 8チ 

ーム、ジュニアの部 4チームが参加した、第17回 

金木カップ争奪少年野球大会が開催されました。 

優勝カップは、学童の部で金木小クラプが、ジ 

ユニアの部も金木ジュニアクラブが勝ち取りまし へ 
た。 

⑨各賞の受賞者は次のとおりです。 

【最優秀選手賞】 

工藤浩司（金木小）・角田祥郎（金木ジュニア） 

【優秀選手賞】 

片岡雄人（金木小）‘加藤正泰（喜良市小） 

工藤総士（金木ジュニア）・沢田良平（嘉瀬ジュニア） 

【敢 闘 賞】 

福山浩也（金木小）・田村直也（喜良市小） 

(3）広報かなぎ 



少年剣士たちが清掃奉仕~ボランティア活動が認められ表彰 

地
選
豪
薯
奉
磐
動
 

一人暮らし老人の電気設備点検弓郡余 

・
 

か
れ

て
訪
れ
、
電
気
設
備
の
点
検
と

清
掃
を
 

東
北
電

力
五
所

川
原
営
業
所
の
職
員
と
関

係
者
ら

三
十
六
人
が

金
木
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
を

得
て
十
月
二
十
四

日
、
町
内
の

一
人
暮
ら
し

老
人
宅
三
十
六
軒
を
六
班
に

分
 

行
い
ま
し
た
。
 

同
社
で
は

社
会
福
祉
活

動
の

一
環
と
し

て

地
域
の
独
居
老
人

宅
の
安
全
確
保
と
交
流
を

図
る
た
め
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

訪
れ
た
宮
越
み

よ
さ
ん
宅
で
、
 
「
具
合

の

悪
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

」
と
声
を
か

け
て
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
点
検
と

照
明
器
具

の
清

掃
・
電
球

の
交
換
に
、

窓
の
清
掃
な
ど

手
際

よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 

点
検

・
清
掃
が
終
っ
て
、
宮
越
さ
ん
は
 
「便

利
に
な
り
ま
し

た
。
使
え
な
か
っ

た
物
が
使
 

え
る
よ
う
に
な

り
助
か
り
ま
し
た
」
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。
 

金木病院花壇の草取りに盛謝 

広報かなぎ（4) 

表
廿
小
山
内
ト
シ
エ
）
が
、
 

金
木
町
童
謡
を
歌
う
会

（代
 

平 

成
七
年
か
ら
金
木
病
院
前
の
花

壇
と
周
辺
の
草
取
り
を
始
め
て

今
年
で
八
年
目
。
 

金
木
病
院
で
は
年
七
回
の
草

取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
八
年

間
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
十

月
二
十
四
日
、
病
院
内
研
修
室

で
病
院
食
に
よ
る
杉
山
譲
院
長

と
の
会
食
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
今
年
最
後
の
草
取

り
を
終
え
た
会
員
ら
二
十
六
人

に
杉
山
院
長
は
「
皆
さ
ん
の
ご

協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
暑
い
時
や
寒
い
時
も
あ

り
ま
し
た
が
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
感
謝
を

延
べ
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
 

金
木
小
学
校
（
校
長

廿
斎
藤

憲
治
）
が
、
十
七
年
間
に
わ
た

る
障
害
者
や
高
齢
者
と

の
交
流

活
動
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
が

認
め
ら
れ
、
平
成
十
四
年
度
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
功
労
者
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

十
月
三
十
一
日
、
県
庁
で
の

表
彰
状
伝
達
式
を
終
え
た
斎

藤

校
長
と
生
徒
代
表
で
六
年
生
の

山
田
大
輔
く
ん
が
、
町
長
室
を

訪
れ
鳴
海
町
長
に
受
賞
の
報
告

を
し
ま
し
た
。
 

受
賞
の
感
想
を
山
田
君
に

聞

い
た
と
こ
ろ
 
「す
ご

い
賞
を
も

ら
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
よ

い
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

十
一
月
九
日
、
金
木
剣
武
館

の
少
年
剣
士
た
ち
と
父

母
ら
関

係
者
三
十
一
人
が
芦
野
公
園
の

清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
金
木
剣
武
館
父
母
の

会
（
会長
廿
伊
丸
岡
密
博
）
が
、
 

奉
仕
活
動
を
通
じ

て
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
と
町

の
美
化
の

た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

雨
降
り
の
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
参
加
者
ら
は

軍
手
を
は

き
デ
レ
キ
を
使
っ
て
公
園
内
の

清
掃
を
終
え
、
芦
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で
父
母
の

会
が
準
備
し
た
豚
汁
を
食
べ
な

が
ら
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
 



中継送水・放水訓練

救出・搬送訓練 

一
 

興
ぎ
議

・
 

可
墓
薬
総
傍
災
裂
」
、
 

日
本
海

西
方
沖
を

震
源
と
す

る
地
震
災
害
を

想
定
し

た
平
成
十
四
年
度

金
木
町

総
合
防
災

訓
練
が

十
月
二
十
七
日
、

金
木
町

地
域
防
災

計
画
に
基

づ

い
て
実
施
さ
れ

ま
し

た
。

こ
の
日
は
雨
が
降
る
悪
天

候
で
し

た
の
が
、
 

役
場
を

主
会
場
に

消
防

団
員
や
消
防

署
員
、
嘉
瀬
婦
人

防
火

ク
ラ
ブ
、
役
場
職

員
ら

約
百

五
十

人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、

防
災
体

制
等
の
強
化
に

取
り
組

み
ま
し

た
。
 

は
じ

め
に
、

あ
ら

ゆ
る
災
害

発
生
時
に
町
が

一
体
と
な
り
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で

き
る
こ
と
を

目
的
と
し

た
防
災

体
制
訓
練
が

役
場
庁
舎
内
で

行
わ
れ
、

参
集
状
況
を

確
認

す
る
緊
急

初
動
活

動
、
無
線
機
等
に

よ
る
情
報
収

集
伝
達
、

被
災

状
況
と
連
絡
体

系
及
び

行
動
内

容
を

確
認
す
る
 
誉
J

」
秘

災
害
対
策
本
部
設

置
な
ど

の
訓
練
に

参
加
者
は
手
際
よ

く
機
敏
に

対
応
し

て
い
ま
し

た
。
 

続

い
て
屋
外
で

の
訓
練
で
は
、

役
場
職

員
に

よ
る
役
場
四
階

か
ら
避
難
袋
で
脱

出
、
消
防

署
 

員
に

よ
る
取
り
残
さ
れ

た
人
の
救

出
・
搬

送
訓
練
、

消
防
団

員
が
消
防
団

車
両
に

よ
る
中
継

送
 

水

・
放
水
訓
練
に

真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
 

閉
会
式
が
行
わ
れ
た
中
央
公
民

館
で
、
本
部
長
の
鳴
海
町
長
が
「
地

域
住
民
の
生
命
と
財
産
と
安
全
を

守
る
と
い
う
使
命
と
責
任
の
重
さ

を
自
覚
さ
れ
、

な
お

一
層
の
精
進

を
期
待
し
ま
す
」
と
講
評
を
述
べ
、
 

引
き
続
き
優
良
消
防
団
員
ら
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
優
良
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰

第
一
分
団
団
員
 
工
藤
 
健
児

第
二
分
団
団
員
 
其
田
 

悟

第
三
分
団
班
長
 
自
川
 
輝
彦

第
四
分
団
団
員
 
山
中
 
憲
仁

第
五
分
団
団
員
 
阿
部
 
一
智

第
六
分
団
団
員
 
今
 

慶
則
 

⑥
優
良
幼
少
年
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ

団
体
及
び
個
人
に
対
す
る
表
彰
 

・

金
木
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

幹
事
長
 
片
岡
八
千
雄
 

・

嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
 

平
川
 
礼
子
 

‘
嘉
瀬
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
 

鳴
海
 
京
子
 

(5）広報かなぎ 



広報かなぎ（6) 

9月定例会 

9 月 9 日からの一般質問で田中昇、伊藤永

慈、原田寛、桑田茂議員が登壇し、災害対策、 

住民サービス、津軽の火祭り、町村合併等に

ついて、町長らに質間しました。 

内容は次のとおりです。 

い
と
な
っ
て
い
る
。
子
供
放
送
局
等

活
用
の
た
め
に
平
成
十
年
八
月
に
中

央
公
民
館
に
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

用
パ
ソ
コ
ン
ー
式
が
無
償
整
備
、
平

成
十
一
年
六
月
の
放
送
開
始
前
に

小
・
中
学
校
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
が
町
民
に
周
知
さ
れ
な
く
P
 

R
不
足
で
し
た
の
で
再
度
学
校
長
に

文
章
を
送
付
し
広
報
誌
に
も
掲
載
し

て
P
R
し
た
い
。」
 

原
田
寛
議
員
 

「火
祭
り
が
今
年
限
り
で
終
了
す

る
が
来
年
度
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。」
「社
協
が
社
協
活
動
と
町

委
託
事
業
に
よ
り
予
算
的
・
人的
に

も
大
変
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
部
屋
内
装
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
。」
「庁
舎
玄
関
右
側
の
喫

煙
場
所
は
あ
ま
り
見
た
目
が
よ
く
な

い
が
ど
う
思
う
か
。」
 
「
タ
バ
コ
税
増

収
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
小
売

店
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。」
 

「
斜
陽館
職
員
の
制
服
が
着
用
さ
れ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
来
客

者
に
十
分
満
足
で
き
る
よ
う
な
サ

ー
 

ビ
ス
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
歴
史

民
俗
資
料
館
玄
関
が
桜
の
枝
で
見
え

な
い
の
で
見
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
o」
「
町長
は
「
舎
時
に
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
体
系
的
に
知

り
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「財
政
事
情
や
補
助
金
等
が
あ
る

な
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
し
高
齢
者
も
楽
に
行
け
る

よ
う
に
し
た
い
。
社
協
は
営
利
団
体

で
は
な
い
の
で
頼
っ
て
い
る
わ
け
 

化
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
十
分
に勉

強
し
今
後
も
継
続
的
に検
討
す
る
。」
 

伊
藤
永
慈
議
員
 

「住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
窓
口

業
務
を
月
一
回
日
曜
日
に
開
設
で
き

な
い
か
。」
「
今年
度
設
置
さ
れ
た
子

供
放
送
局
が
公
民
館
の
ど
こ
へ
設
置

し
、
町
民
等
へ
の
周
知
等
含
め
P
R
 

し
た
の
か
。
こ
の
利
用
率
を
知
り
た

い
。
社
会
教
育
事
業
に
関
し
て
学
校

等
へ
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
教
育
委
員
会
が
公
民
館

に
移
設
で
き
な
い
の
か
。」
 

鳴
海
町
長
 

「今
は
共
働
き
が
多
い
こ
と
か
ら

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
も
日
曜
日

の
窓
口
業
務
は
ぜ
ひ実
行
し
て
い
き

た
い・
。
 

木
下
教
育
長
 

「教
育
委
員
会
の
公
民
館
へ
の
移

設
は
公
民
館
建
設
に
あ
た
っ
て
、
計

画
に
入
っ
て
い
な
い
た
め目
的
外
使

用
と
な
る
こ
と
か
ら
移
設は
で
き
な

い
。
各
種
事
業
に
対
す
る
住
民
へ
の

周
知
は
お
知
ら
せ
版
と
公
民
館
で
掲

示
し
て
行
っ
て
い
る
。
毎
週
土
曜
日

の
十
時
半
か
ら十
二
時
ま
で
放
送
し

て
い
る
子
供
放
送
局
に
つ
い
て
、
九

月
予
定
を
集
ま
り
っ
こ
等
で
特
に
子

供
向
け
番
組
と
し
て
時
間
も
含
め
紹

介
し
日
直
も
お
く
方
向
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。」
 

教
育
次
長
 

「公
民
館
の
目
的
外
使
用
に
当
た

る
理
由
と
し
て
公
民
館
は
四
十
九
年

度
に
建
設
さ
れ
財
産
処
分
制
限
期
間

が
六
十
年
で
す
の
で
三
十
二
年
残
っ

て
い
る
た
め
、
補
助
金
交
付
の
目
的

に
反
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
 

に
責
任
体
制
の
確
立
、
対
策
に
関
す

る
規
定
の
設
置
、
緊
急
時
対
応
計
画

書
等
の
策
定
に努
め
る
。」
 

農
林
課
長
 

「金
木
町
で
は
無
登
録
農
薬
を
使

用
し
て
い
る
農
家
が
な
く
、
農
協
で

は
納
入
農
家
か
ら
誓
約
書
を
取
り
寄

」
 

せ
業
者
に
発
送
し
、
安
全
宣
言
を
し

て
い
る
。」
 

健
康
福
祉
課
長
 

「学
童
保
育
は
金
木
小
学
校
で
当

初
、
授
業
終
了
か
ら
午
後
六
時
ま
で

の
一
人
体
制
で
計
画
し
て
い
た
が
、
 

保
護
者
か
ら
土
・
日
・
祝
日
と
夏
休

み
の
八
時
か
ら
六
時
ま
で
の
実
施
要

望
が
あ
り
、
七
月
中
旬
か
ら
二
人
体

制
に
よ
る
保
育
を
実
施
し
、
現
在
一
一

十
九
名
の
生
徒
が
利
用
し
好
評
を
得

て
い
る
。
今
後
は
各
学
校
に
ど
の
く

ら
い
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
再
度
調

査
す
る
。」
 

木
下
教
育
長
 

「E
M
菌
に
つ
い
て
、
か
な
り
の

市
町
村
や
学
校
で
取
り
組
み
成
果
を

上
げ
て
お
り
環
境
汚
染
対
策
と
し
て

大
変
大
事
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
そ

こ
で
各
学
校
長
に
、
前
十
和
田
小
学

校
長
で
退
職
し
た
工
藤
正
義
氏
が
同

校
長
時
代
に
E
M
菌
を
環
境
教
育
や

総
合
学
習
に
取
り
入
れ
成
果
を
あ

げ
、
 退
職
記
念
に
こ
れ
ら
こ
と
を
小

冊
子
に
し
た
も
の
を
配
布
し
、
学
校

に
お
い
て
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
と

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
校
長
会
に

お
い
て
各
校
長
に
E
M
菌
を
一
本
ず

つ
配
り
学校
周
辺
の
悪
臭
発
生
箇
所

に
実
際
に
試
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
こ
れ
を
学
校
教
育
ま
た
は

環
境
教
育
で
利
用
す
る
場
合
は
予
算
 

田
中
昇
議
員
 

「災
害
対
策
の
反
省
点
と
今
後
の

取
り
組
み
つ
い
て
聞
き
た
い
。」
「住

民
基
本
台
帳
法
の
問
題
点
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。」
 

「
無登
録
農
薬
に
つ
い
て
町
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。」
 

「学
童
保
育
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
知
り
た
い
。」
 
「
E
M
 

菌
に
つ
い
て
今
ま
での
取
り
組
み
を

聞
き
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「
八月
十
一
日
の
災
害
対
策
で
一

般
住
民
や
関
係
機
関
に
対
す
る
周

知
、
伝
達
方
法
が
、
七
月
に
策
定
さ

れ
た
金
木
町
地
域
防
災
計
画
書
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
行
動
さ
れ
ず
反

省
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の

計
画
を
生
か
し
職
員
と
消
防
署
あ
る

い
は
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
、
災
害

時
の
訓
練
を
し
、
迅
速
に
的
確
に
対

応
す
る
よ
う
に
努
め
る
。」
 

町
民
課
長
 

「住
基
ネ
ッ
ト
周
知
徹
底
た
め
に

第
一
次
稼動
前
に
広
報
、
稼
動
後
に

は
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
町
民
へ
の

周
知
を
図
っ
た
が
、
胤
い
合
わ
せ
が

十
件
だ
っ
た
こ
と
か
ら
今
後
、
第
一
一

次
稼
動
に
向
け
て
広
報
等
で
こ
れ
ま

で
以
上
の
周
知
に
努
め
名
。
住
民
票

コ
ー
ド
配
達
で
転
居
先
不
明
の
た
め

返
送
と
な
っ
た
も
の
が
十
六
件
あ

り
Y
現
在
町
で
保
管
し
て
い
る
が
引

き
続
き
調
査
を
続
け
通
知
に
努
め

る
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
 

制
度
・
技
術
・
運
用
面
か
ら
も
保
護

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後

さ
ら
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
住
基

ネ
ッ
ト
推
進
協
議
会
の
指
針
を
も
と
 

(
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